
よ
れ
ば
再
び
ソ
連
領
に
連
行
さ
れ
て
抑
留
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
二
月
頃
、
元
山
に
集
合
さ
せ
ら
れ
て
船
に
乗

せ
ら
れ
移
動
を
始
め
た
が
、
最
初
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
全
く
分

か
ら
ず
、
ま
た
シ
ベ
リ
ア
で
も
連
行
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
間

に
船
は
佐
世
保
に
到
着
し
て
い
た
。
こ
の
船
は
栄
豊
丸
で
あ
っ

た
こ
と
は
後
か
ら
分
か
っ
た
。

夢
に
ま
で
見
た
日
本
に
生
き
て
帰
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
抑

留
期
間
中
に
死
ぬ
か
と
思
っ
た
こ
と
が
幾
度
か
あ
っ
た
。
あ
る

時
、
も
う
だ
め
だ
、
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ

た
時
、
昭
和
十
七
年
一
月
日
本
を
出
て
満
州
の
新
京
に
赴
任
す

る
と
き
母
が
渡
し
て
く
れ
た
新
勝
山
成
田
神
宮
の
お
守
り
を
肌

身
離
さ
ず
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
成
田
山
の
お
守
り
の
木
札
を

取
り
出
し
て
切
り
崩
し
て
数
回
に
分
け
て
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、
死

期
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
札
を
持
た
せ
て
く
れ
た
母
の

力
と
成
田
山
の
ご
加
護
で
助
か
り
日
本
に
帰
れ
た
の
は
、
言

葉
、
文
章
等
で
は
表
現
で
き
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。

抑
留
記
　 

愛
知
県
　
内
藤
朝
夫
　 

一
、
出
生
か
ら
入
隊

①
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
一
月
十
九
日
、
朝
鮮
光
州
市
に

て
出
生
。

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
三
月
、
木
浦
（
モ
ッ
ポ
）
商

業
高
校
を
卒
業
、
同
年
四
月
南
鮮
電
力
（
郡
山
）
に
勤

務
。
家
族
は
父
母
と
妹
だ
っ
た
。

②
昭
和
十
七
年
七
月
十
六
日
、
静
岡
県
浜
松
航
空
隊
に
現
役

入
営
、
通
信
班
に
配
属
。
当
時
、
装
備
は
良
好
と
思
わ
れ

た
。

二
、
ソ
連
軍
侵
攻
前

①
昭
和
十
八
年
二
月
、
当
航
空
隊
通
信
連
隊
は
、
中
支
方
面

の
南
京
、
漢
口
、
徐
州
各
地
を
転
戦
す
る
。
空
中
勤
務
者

に
は
特
攻
任
務
も
課
せ
ら
れ
た
。
行
き
先
は
特
攻
基
地
知

覧
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。



②
出
撃
前
夜
の
送
別
会
で
、
青
年
将
校
の
振
舞
い
は
悲
壮
な

も
の
で
、
宴
会
の
真
っ
最
中
、
軍
刀
を
抜
き
大
声
で
詩
吟

を
怒
鳴
り
、
乱
舞
し
料
亭
の
柱
に
傷
を
つ
け
る
等
、
ま
る

で
気
違
い
の
よ
う
で
だ
っ
た
。
復
員
し
た
後
で
そ
の
傷
跡

が
今
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

三
、
終
戦

①
中
支
方
面
で
の
転
戦
中
、
本
土
防
衛
の
目
的
で
昭
和
二
十

年
七
月
、
北
朝
鮮
の
新
義
州
へ
移
動
。
八
月
十
五
日
、
こ

こ
で
天
皇
の
詔
勅
を
聞
き
敗
戦
を
知
る
。
戦
友
の
怒
号
を

耳
に
共
に
泣
い
た
。

②
正
式
の
部
隊
名
は
第
十
五
航
空
通
信
連
隊
〈
通
称
中
支
派

遣
第
九
八
七
六
部
隊
〉

、
隊
員
は
約
七
百
―
八
百
人
だ
っ

た
。

四
、
ソ
連
軍
侵
攻

①
終
戦
後
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
、
ソ
連
軍
は
満
州
か
ら
朝

鮮
に
侵
攻
、
新
義
州
に
入
る
。
当
連
隊
は
無
条
件
で
直
ち

に
武
装
解
除
さ
れ
、
す
ぐ
に
帰
す
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

命
は
助
か
っ
た
と
安
堵
し
た
。
ソ
連
軍
は
自
動
小
銃
を

持
っ
た
約
三
百
人
位
の
部
隊
だ
っ
た
。

②
新
義
州
か
ら
平
壌
（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
へ
移
さ
れ
、
軍
の
演

習
場
の
よ
う
な
所
へ
ど
こ
か
ら
連
れ
て
来
ら
れ
た
の
か
分

か
ら
な
い
が
三
万
人
位
集
結
さ
せ
ら
れ
、
貨
車
で
三
日
位

か
け
て
日
本
海
に
面
し
た
興
南
へ
移
っ
た
。

③
貨
車
生
活
は
大
し
た
日
数
で
も
な
く
、
最
低
限
の
物
は
与

え
ら
れ
、
ソ
連
兵
の
口
か
ら
出
る
「
ダ
モ
イ
、
ダ
モ
イ
」

は
毎
日
聞
か
さ
れ
、
興
南
か
ら
帰
す
の
か
と
皆
は
思
っ

た
。

④
興
南
で
約
二
ヵ
月
位
使
役
を
さ
せ
ら
れ
た
。
主
な
作
業
は

貨
車
へ
南
京
袋
（
豆
粕
入
り
）
の
積
み
降
ろ
し
で
、
袋
を

担
い
で
後
れ
た
者
は
尻
を
蹴
ら
れ
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
」

と
怒
鳴
ら
れ
る
。
中
に
は
蹴
ら
れ
て
路
線
上
に
落
と
さ
れ

た
人
も
あ
り
、
ソ
連
将
校
は
こ
れ
を
見
て
兵
に
何
か
注
意

し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

空
腹
を
満
た
す
た
め
、
積
み
降
ろ
し
で
こ
ぼ
れ
た
籾
を
大

事
に
拾
っ
た
。

五
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
で
の
労
苦

①
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
五
日
、
興
南
か
ら
ま
た
貨
物
船

に
乗
せ
ら
れ
、
い
よ
い
よ
「
ダ
モ
イ
」
か
と
思
っ
た
。



乗
船
す
る
前
、
次
の
よ
う
な
指
示
が
あ
っ
た
。

「
今
か
ら
船
で
移
動
す
る
が
、
下
痢
等
体
調
の
悪
い
者
は

残
っ
て
よ
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の

人
は
早
く
帰
れ
る
と
思
い
、「
無
理
を
し
て
で
も
」
と
残

ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
船
は
北
上
し
、
翌
年
（
二
十
一

年
）
一
月
一
日
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
着
い
た
。
ま
た
騙

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
は
五
日
間
も

船
底
生
活
で
、
同
年
一
月
十
五
日
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
へ
着
い

た
。

②
貨
物
船
生
活
は
約
三
週
間
、
中
の
環
境
は
最
悪
で
あ
っ

た
。

病
人
で
帰
り
た
い
余
り
乗
船
し
た
人
は
多
数
亡
く
な
っ

た
。
私
の
戦
友
稲
葉
軍
曹
も
亡
く
な
り
、
ソ
連
兵
の
指
示

に
よ
り
海
葬
に
し
た
。
戦
友
等
の
涙
は
止
ま
ら
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
船
中
で
亡
く
な
っ
て
い
く
友
を
眺
め
、
ま
た

用
便
等
で
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
寝
て
い
る
戦
友
の
頭
上

を
飛
び
越
え
る
途
中
で
漏
ら
す
人
も
少
な
か
ら
ず
お
り
、

正
に
生
き
地
獄
そ
の
も
の
で
、
海
へ
飛
び
込
み
死
の
う
と

思
う
人
も
あ
っ
た
。

六
、
抑
留
地
の
生
活

①
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
の
収
容
所
は
流
木
を
材
料
に
し
た
丸
太
小
屋

の
よ
う
で
、
三
段
に
区
切
ら
れ
、
毛
布
は
一
人
一
枚
ず
つ

与
え
ら
れ
、
ご
ろ
寝
で
、
暖
房
は
あ
っ
た
。
約
七
百
五
十

人
収
容
さ
れ
て
い
た
。

②
食
糧
は
燕
麦
の
黒
パ
ン
と
燕
麦
の
雑
炊
で
、
野
菜
は
な

く
、
蛋
白
質
の
不
足
と
空
腹
で
ネ
ズ
ミ
を
捕
っ
て
食
べ
た

人
も
あ
っ
た
。

③
毎
日
、
朝
夕
シ
ラ
ミ
潰
し
は
大
変
だ
っ
た
。
衣
服
の
縫
い

目
の
あ
る
所
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
数
珠
つ
な
ぎ
、
ぞ
っ
と
し
な

が
ら
も
爪
で
一
匹
ず
つ
潰
し
た
。

④
あ
る
日
、
新
聞
の
広
告
の
形
式
で
皆
に
レ
ポ
ー
ト
が
配
布

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

「
お
前
ら
は
日
本
へ
帰
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
食

糧
に
困
っ
て
死
ぬ
だ
け
だ
。
ソ
連
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て

生
か
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
。
こ
の
こ
と
は
ス
タ
ー

リ
ン
の
慈
悲
と
思
っ
て
感
謝
し
て
ほ
し
い
」
と
。

七
、
労
役

①
ラ
ボ
ー
タ
ー
は
伐
採
で
、
約
半
年
や
っ
た
。



隊
を
組
ん
で
、
二
人
用
の
ノ
コ
ギ
リ
と
ロ
ー
プ
を
持
ち
山

林
に
行
く
。
ノ
ル
マ
は
個
人
で
な
く
組
単
位
の
よ
う
だ
っ

た
。

作
業
中
大
木
が
倒
れ
即
死
し
た
友
も
あ
り
、
皆
で
木
を
跳

ね
退
け
る
。
死
体
は
他
の
運
搬
組
が
ど
こ
か
へ
片
付
け
、

凍
土
は
固
く
て
掘
れ
な
い
の
で
雪
を
被
せ
て
お
く
だ
け
の

よ
う
だ
っ
た
。

②
約
七
百
人
の
収
容
所
で
毎
日
四
、
五
人
の
人
が
亡
く
な

り
、
二
、
三
ヵ
月
で
約
二
百
人
が
亡
く
な
っ
た
。
口
伝
え

の
話
だ
が
、
ど
こ
へ
運
ば
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
伐
採
で

亡
く
な
っ
た
処
置
と
同
様
に
、
運
搬
組
が
ソ
リ
に
積
ん
で

毎
日
運
搬
し
、
小
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
、
雪
を
被
せ
る

か
、
ま
た
降
雪
で
見
え
な
く
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
だ
け

の
様
子
だ
っ
た
。
二
百
人
も
の
死
体
を
き
ち
ん
と
埋
葬
で

き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

③
「
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
」
は
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
湾
に
面
し
、
北
緯
五

二
、
三
度
の
亜
寒
地
帯
で
、
快
晴
の
時
は
間
宮
海
峡
を
挟

ん
で
樺
太
の
北
端
が
見
え
る
。
慰
霊
訪
問
団
に
申
し
込
ん

だ
が
、
参
加
者
が
少
な
く
中
止
に
な
っ
た
。

④
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
中
に
朝
鮮
在
留
部
隊
も
含
ま
れ
て
い

る
。

八
、
抑
留
者
の
統
制
管
理

①
健
康
管
理
は
な
く
、
働
け
る
か
ど
う
か
は
目
視
検
査
で
、

裸
に
さ
れ
前
後
の
肉
付
き
を
見
る
、
尻
を
つ
ね
り
女
医
が

休
ま
せ
る
人
を
決
め
る
。
そ
し
て
そ
の
女
医
は
、
特
定
の

者
を
ど
こ
か
に
連
れ
込
み
自
分
の
慰
み
者
に
し
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
そ
の
特
定
の
人
は
特
別
な
配
給
品
を
も
ら
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

②
私
は
体
調
を
崩
し
肺
炎
を
患
い
、
四
〇
度
の
高
熱
で
病
室

に
入
り
一
週
間
う
わ
言
を
言
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
時

日
本
の
軍
医
（
愛
知
県
一
宮
市
）
が
い
て
、
よ
く
面
倒
を

見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
軍
医
の
話
で
は
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の

不
足
で
す
よ
」
と
い
う
診
断
で
医
薬
用
の
ブ
ド
ウ
糖
を
与

え
ら
れ
、
な
お
松
の
葉
が
よ
い
と
の
こ
と
で
毎
日
そ
の
葉

を
■
ん
で
や
っ
と
よ
く
な
っ
た
。

病
室
に
は
九
人
が
入
院
し
て
お
り
、
部
屋
は
八
畳
位
の
板

間
で
暖
房
も
な
か
っ
た
。

九
、
抑
留
中
の
生
活
で
極
限
状
態
に
お
け
る
意
識



①
衣
服
は
軍
隊
時
代
の
着
の
身
着
の
ま
ま
、
人
が
亡
く
な
れ

ば
下
着
か
ら
靴
下
、
衣
服
等
を
奪
い
合
い
、
死
体
は
裸
の

ま
ま
で
あ
る
。
誰
が
ど
こ
と
も
な
く
運
ん
で
く
れ
、
ま
た

雪
を
被
せ
ら
れ
る
か
と
思
い
、
悲
壮
感
が
産
み
出
た
。

②
悲
惨
な
生
活
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
。
恥
も
外
聞
も
な

い
、
ソ
連
兵
の
ゴ
ミ
箱
を
漁
り
、
魚
の
頭
を
元
大
学
教
授

と
奪
い
合
う
。
そ
し
て
、
奪
い
合
っ
て
得
た
鮭
の
頭
を
一

週
間
嘗
め
て
飢
え
を
凌
ぐ
。

③
こ
の
若
さ
で
死
に
た
く
な
い
、
も
う
一
度
祖
国
の
土
を
踏

み
、
父
母
に
会
い
た
い
一
念
で
生
き
る
執
着
以
外
何
も
な

か
っ
た
。
過
酷
な
生
活
の
中
で
戦
友
の
死
に
ざ
ま
を
見

て
、
自
分
も
死
の
渕
に
置
か
れ
て
い
る
状
況
だ
が
、
生
き

て
帰
る
こ
と
以
外
何
も
考
え
な
い
よ
う
努
力
し
た
。

十
、
帰
還

①
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
中
旬
、
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
湾
を
出
航
、

今
度
こ
そ
「
ダ
モ
イ
」
だ
ろ
う
と
元
気
づ
く
。
同
二
十
一

年
十
二
月
初
め
、
北
朝
鮮
の
日
本
海
に
面
す
る
興
南
に
着

く
。
こ
こ
で
は
約
三
週
間
、
ま
あ
ま
あ
の
食
糧
と
生
活
環

境
だ
っ
た
。
十
二
月
二
十
五
日
出
航
、
同
年
十
二
月
二
十

七
日
に
日
本
の
佐
世
保
港
へ
復
員
し
た
。

ソ
フ
ガ
ワ
ニ
湾
出
航
か
ら
佐
世
保
ま
で
約
四
十
日
程
の
復

員
船
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
乗
せ
ら
れ
た
貨
物
船
の
よ

う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

②
シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
最
初
の
復
員
者
と
思
う
。
抑
留
生
活
は

捕
虜
（
二
十
年
九
月
）
に
な
っ
て
か
ら
約
十
五
ヵ
月
だ
っ

た
が
、
約
二
百
人
の
戦
友
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
悲

し
い
こ
と
だ
。
な
ぜ
早
く
帰
さ
れ
た
の
か
理
由
は
分
か
ら

な
い
が
、
朝
鮮
で
、
し
か
も
終
戦
後
二
十
五
日
も
過
ぎ
て

か
ら
捕
ま
っ
た
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
。

③
佐
世
保
か
ら
復
員
列
車
で
安
城
へ
着
い
た
の
は
昭
和
二
十

一
年
十
二
月
二
十
九
日
だ
っ
た
。

当
時
の
住
所
は
愛
知
県
碧
海
郡
安
城
町
で
あ
る
。

十
一
、
帰
国
後
の
生
活

①
昭
和
二
十
五
年
五
月
、
安
城
の
郵
便
局
へ
就
職
。
復
員
後

は
順
調
に
生
活
基
盤
が
で
き
た
。
父
母
、
妹
の
死
と
紆
余

曲
折
の
連
続
も
あ
っ
た
が
、
苦
境
に
直
面
し
た
時
は
、
シ

ベ
リ
ア
の
労
苦
に
比
べ
れ
ば
極
楽
で
は
な
い
か
と
、
自
ら

も
、
そ
し
て
、
家
族
に
も
言
い
聞
か
せ
今
日
ま
で
来
た
。



②
残
さ
れ
た
命
も
あ
と
僅
か
だ
が
、
少
し
で
も
歴
史
を
風
化

さ
せ
ず
真
実
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
。
以
上

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
談
　 

三
重
県
　
森
川
長
成
　 

私
は
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
徴
集
、
現
役
兵
と
し
て

十
七
年
四
月
、
広
島
集
合
に
て
満
州
に
渡
り
ま
し
た
。

二
十
年
八
月
、
前
任
地
、
下
城
子
よ
り
朝
満
国
境
図
們
に
下

り
、
陣
地
で
一
発
の
弾
も
撃
た
ず
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
延
吉
に
集
結
さ
れ
、
二
十
年
九
月
初
め
、
二
百
キ

ロ
行
軍
の
後
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
、
十
月
九
日
ア
ム
ー
ル
河
畔

の
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
第
五
分
所
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ベ
リ

ア
抑
留
大
半
の
犠
牲
者
は
こ
の
十
月
か
ら
翌
年
の
三
月
頃
ま
で

の
期
間
が
ほ
と
ん
ど
と
思
い
ま
す
。
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。
一
月

十
九
日
、
千
二
百
人
ほ
ど
お
り
ま
し
た
収
容
所
で
一
日
に
十
九

人
亡
く
な
り
ま
し
た
。
十
日
で
百
九
十
人
、
一
ヵ
月
で
六
百
人

と
悲
惨
を
き
わ
め
ま
し
た
。
様
々
な
事
柄
が
不
幸
に
も
重
な
り

合
っ
た
結
果
で
す
が
、
本
当
に
地
獄
を
見
る
思
い
で
し
た
。

抑
留
の
不
当
性
に
つ
い
て
は
種
々
話
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
私
は
食
の
真
に
つ
い
て
体
験
を
話
し
ま
す
。

三
月
に
入
り
ま
し
て
中
隊
か
ら
炊
事
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
千
六
百
人
ほ
ど
お
り
ま
し
て
、
四
ヵ
所
に
分
か
れ
て
炊

事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
一
番
大
変
な
こ
と
は
、
各
班
に
よ
る

分
配
の
情
け
な
い
実
状
で
あ
り
ま
す
。
十
五
人
程
度
と
し
ま
す

と
三
十
の
眼
が
に
ら
ん
で
い
ま
す
。
パ
ン
が
厚
い
、
薄
い
、
本

当
に
人
間
の
不
信
感
を
も
た
ら
す
一
番
の
弱
点
、
食
べ
る
、
こ

の
繰
り
返
し
で
す
。

こ
こ
に
一
人
の
男
が
お
り
ま
し
た
。
同
じ
連
隊
の
一
年
上
、

東
京
出
身
の
臼
井
伝
五
郎
と
申
し
ま
す
。「
こ
の
ま
ま
で
は
、

若
い
兵
隊
や
補
充
兵
の
オ
ッ
サ
ン
を
殺
し
て
し
ま
う
。
連
隊
炊

事
を
や
ろ
う
。
手
伝
え
」
と
、
協
力
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
に
入
り
一
時
炊
事
を
離
れ
、
左
官
、
大
工
、
料
理
人
等

十
二
人
ほ
ど
で
チ
ー
ム
を
作
り
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
第
一
に
材
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
作
業
に
出
て
い
る

所
を
探
し
ま
し
た
。
■
瓦
工
場
、
タ
イ
ル
工
場
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ

ン
工
場
等
で
す
。
主
対
象
に
し
て
パ
ン
一
本
を
五
十
片
に
切
り




